


















研究目的

　医学は感染性疾患への対応から,遣伝性,体質性,先天性といわれている疾患

や異常への対応にせまられた時期に到達している。特に,これらの異常のうち,

出生後もしくは発病後に治療の見通しのないもの,あるいは少ないものに対し

ては,現在の治療を主とした医療態勢では応じ難い状態にある。


